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一 、
は

め
じ

今昔物語集の文体IC関する一考察

今
昔
物
語
集
の

文
体
研
究
は 、
本
集
が
量
的
に
見
て 、
十
分
な
研
究
資
料
を

提
供
する
ば
か
り
で
は
な
く 、

質
的
に
見
て
も
郁
々
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

が
故
に 、
我
々
の
興
味
を
ひ
い
て
や
ま
な
い 。
そ
の
研
究
論
文
は 、
今
や
お
び

た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ

て
い
る。
し
か
し
な
が
ら 、
そ
の
研
究
の
歴
史
は 、
比

較的
単
純
に
跡
付
け
る
事
が
出
来
る
様
に
恩
わ
れ
る。
周
知
の
如
く 、

今
昔
の

文
体
研
究
は 、
坂
井
衡
平
氏
の、

漢
文
味
の
多
少
に
因
り
て 、
巻
二
十
以
前
と
巻
二
十
以
後
と
を
以
て
戟
然
区

(
注1)

別
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り 。

と
い
う
直
観
的
指
摘
に
端
を
発
し
た 。
以
後
の
研
究
の
歩
み
は 、
氏
に
よ
っ

て

指
摘
さ
れ
た
直
観
的
な
見
通
し
を 、
同
語
学
的
見
地
か
ら
実
証
し
て
行
く

事
に

あ
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い 。
即
ち 、
ど
く

大
雑
把
に
言
え
ば 、

調
査
語
の
違
い
ζ
そ
あ
れ 、
巻
二
十
を
墳
と
し
て 、
前
半
は
漢

文
訓
読
調
が
強

(
注2)

く 、
後
半
は
和
文
調
が
強
い
と
と
を
実
証
する
研
究
で
あ
っ
た
の
で
ある。
と

こ
ろ
が 、
最
近 、
や
や
新
し
い
傾
向
の
研
究
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る。
そ
れ

は 、
今
昔
の

文
体
が 、
山
奥
に
左
右
左
れ
て
い
る

文
体
と 、
出
山県
に
左
右
さ
れ

橋

本

美

中，，R1，

 

な
い
撰
者
固
有
の

文
体
と
の
二
局
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
と
考
え 、
乙
の
ニ
庖

の
う
ち 、
全
体
を
統一
する
撰
者
固
有
の

文
休
の
性
質
を
追
求
し
て
行
乙
う
と

(
注3)

する
傾
向
で
あ
る 。
そ
の
方
法
は 、
本
集
全
治]
に 、
ほ
ぽ一
定
の
頻
度
で
現
わ

れ
る
誤
や
表
現
形
式
を 、
撰
者
固
有
の

文
体
の
存
花
よ
り
結
閑却
する
所
の
も
の

と
考
え 、
そ
れ
ら
の
語
や
表
現
形
式
の
性
質
を
解
明
する
事
に
よ
っ

て 、
撰
者

固
有
の

文
体
の
性
質
を
推
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る。
だ
が 、
と
の
方
面

の
研
究
は 、
ま
だ
桁
に
つ
い
た
ば
か
り
で 、
撰
者
の

文
体
の
具
体的
内
容 、
ま

た 、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
今
昔
に
現
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
事
な
ど 、
十
分

明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
と
は一
育
え
な
い 。
従
っ

て 、
と
れ
ら
の
問
題
を
考
察
し

て
み
よ
う
と
する
の
が 、
本
一仙
の
目
的
で
ある。
追
求
の
方
法
は 、
語
や
表
現

形
式
の
分
布
状
態
か
ら 、
撰
者
固
有
の

文
休
を
推
定
する
従
来
の
方
法
で
は
な

く 、
山山
典
文
献
と
の
厳
密
な
比
較
と
い
う
別
個
の
方
法
に
よ
る
ζ
と
に
する。

ま
た 、
調
査
対
象
は 、
A I
汁
に
お
び
た
だ
し
く

使
用
さ
れ
る
「
喫キ
合ヘ
ル

朝到問外」
「
菩ピ
給7

朝到附バ」
な
ど
と
い
う
場
合
の
「
事
+
元
限
ご
と

い
う
表
現
形
式
に
する。
乙
の
表
形
形
式
は 、
既
に 、
古
典
文
学
大
系
「
今
昔

(
注4)

物
語
集」
の
解
説、
お
よ
び
従
来
の
い
く

つ
か
の
研
究
論
文
に
お
い
て 、
本
集

に
お
び
た
だ
し
く

使
用
さ
れる
も
の
と
し
て 、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
も
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あ
る。

ニ 、
出
典
文
献
に
つ
い
て

さ
て 、
出
典
文
献
と
の
比
較
と
い
う
方
法
に
よ
る
以
上 、
出
典
と
呼
ぶ
も
の

を
は
っ
き
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い 。
と
と
で 、
出
典
と
い
う
の
は 、
今士日

の
撰
者
が 、
直
接
閲
覧
し
て 、
説
話
を
形
成
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れる
も
の
だ

け
に
限
る。
出
典
で
あ
る
為
に
は 、
①
文
献
の
成
立
が
今
昔
の
成
立
以
前
で
あ

る
ζ
と 、
②
本
文
が
類
似
し
て
い
る
と
と 、
の
二
条
件
が
最
低
必
要
で
あ
る。

と
の
他
に 、
種
々
の
条
件
が
か
ら
み
合っ
て 、
出
典
と
決
定
さ
れ
て
行
く

の
で

あ
る
が 、
既
に
確
実
な
出
典
と
し
て
認
め
ら
れ
4論
証
さ
れ
て
い
る

文
献
は 、
次

(
注5)

の
U
穫
で
あ
る。

三
宝
感
応
要
略
録
(
出
典
話
回)
・

冥
報
記
(
前
田
本・
出
典
話
灯)
・

大
唐

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
(
出
典
話
4)
・

弘
賛
法
華
伝
(
出
典
話
5)
・

孝
子

伝
(
船
橋
本・
出
典
話
回)
・
日
本
霊
異
記
(
出
典
話
回)
・

法
華
験
記
(
出

典
話
似)
・
日
木
往
生
極
楽
記
(
出
典
諮
訟
で
俊
頼
髄
脳
(
出
典
話
ロ)
・

伊
勢
物
語
(
出
典
話
2)
・

古
今
和
歌
集
(
出
典
話
2
了
後
拾
遺
和
歌
集

(
出
典
話
8)
・

道
信
集
(
出
典
話
1)
・

元
輔
集
(
出
典
話
1)

(
注6)

(
注7)

と
の
他
に 、
草
創
期
の
出
典
研
究
家 、
芳
賀
矢一
・

片
寄
正
義
氏
ら
に
よ
っ

て 、
出
典
で
あ
る
事
が
提
唱
さ
れ
た
ま
ま 、
そ
の
後
確
認
さ
れ
て
い
な
い

文
献

が 、
数
多
く

存
在
する。
そ
れ
ら
は 、
古
典
大
系
「
今
昔
物
語
集」
で
も
大
体

出
典
と
認
め
ら
れ
て
い
る。
同
書
の
各
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
出
典一
覧
表
に

よ
る
と 、
日
程
ほ
ど
あ
る。
が 、
乙
れ
ら
日
程
の

文
献
と
今
昔
説
話
と
の
本
文

の
聞
に
は 、
筋
や
話
の
細
部、
ま
た
説
話
の
詳
密
さ
の
度
合
な
ど
が
異っ
て
お

(
注8)

り 、
出
典
文
献
と
する
に
は
疑
わ
し
い
も
の
が
多
い 。
中
に
は 、
既
に 、
出
典

(
注9)

と
し
て
は
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
た

文
献
も
あ
る 。
し
か
る
に 、
近
時 、
山
口

住
紀
氏
が 、
仮
名
主
自
立
語
を
中
心
に
し
て

米fMM
し
た
結
果 、
ζ
れ
ら
田
和
の

(
注叩)

文
献
の
多
く
は 、
直
接
出
血(
で
は
な
い
ら
し
い
と
の
説
を
提
出
さ
れ
た 。
従っ

て 、
私
自
身
の
調
査
結
果
も
考
え
合
わ
せ 、
そ
れ
ら
の

文
献
は 、
い
ず
れ
も
出

典
で
は
な
く 、

類
話
と
し
て
取
り
扱
う
事
が
無
難
で
あ
る
と
判
断
し 、
確
実
な

出
典
文
献
の
中
か
ら 、
一
応
除
外
する
事
に
する。
な
お 、
三
宝
絵
詞
や
地
蔵

菩
薩
霊
験
記
は 、
今
昔
の
出
典
文
献
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れる
が 、
今
昔
の
撰
者

が
参
閲
し
た
本
の
形
態
が
不
明
で
あ
っ
た
り 、
原
撰
本
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
い
る
為 、
と
と
で
は
出
典
文
献
と
し
て
採
り
上
げ
る
事
は
し
な
か
っ

た 。
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三 、
出
典
文
献
と
の
比
較

「
事
+
元
限
ご
と
い
う
表
現
形
式
は 、
本
集
に
「
季
通
歎キ
恩7
事
元
限

リ o」
(
巻
お
の
同)
な
ど
の
如
く 、

捨
て
仮
名
の
例
が
見
ら
れる
事
や 、
図
書

寮
本
類
車内
名
義
抄
や
色
英
字
類
抄
の
「
限」
の
項
に 、
次
の
如
く

記
さ
れ
て
い

る
と
ζ
ろ
か
ら 、
「
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ」
と
よ
む
事
は
疑
い
の
な
い
と
と
ろ
で

あ
ろ・っ 。

限榊 一伽胡一川一刊一川也其云斉也(
図
書
察
本
類
取県
名
義
抄・
複
製
本

別
頁3
行)

限カキル
(
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄・
上-
m
ウ)

乙
の
表
現
形
式
は 、
前
述
し
た
U
砲
の
確
実
な
出
典
文
献
の
存
す
る
説
話

訓
話
に 、
加
例
も
含
ま
れ
て
い
る。
乙
の
加
例
は 、
「
元
限シ」
が
終
止
形
の
場

合
が 、
用
例
の
大
部
分
(
剖
例)
を
占
め
る
が 、
そ
の
他 、
「
事
元
限(ク)
ど7」

「
事
元
限
リキ」

の
形
式
で 、
連
用
形
が
用
い
ら
れ
る
場
合
目
例
を
含
む 。

さ
て 、
と
の
加
例
に
つ
い
て 、
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
っ

て
みる
と 、
加

例 、
即
ち
W
%
ま
で
は 、
出
典
文
献
に
は
全
く

存
せ
ず 、
撰
者
自
身
が
付
加
し

た
も
の
な
の
で
ある。
具
体
的
に 、
出
曲刊
に
存
し
な
い
状
態
を
述
べ
れ
ば 、
次



の
三
巡
り
の
場
合
が
あ
る 。

同
出
典
で
も
該
当
箇
所
が
強
調
さ
れ
て
い
る
場
合 。

た
と
え
ば 、

影
勝
王 、
書
ヲ

見 、
箱
ヲ

関
テ

歓
喜ス
ル

朝到岡刈 。
(
今
昔・
巻
ー
の
お)

に
対
し
て 、
出
典
文
献
で
は 、

王
覧
書
井
開
国
信 。
対
歓
喜
目 。
(
三
宝
感
応
要
略
録・
上
巻
第
2)

と
あ
る
如
き
場
合
で
あ
る 。
乙
の
他 、
出
典
の
該
当
箇
所
で
は 、
①
無
量 、

①
甚 、
@
極、
④
元
比 、
⑤
元
極、
⑤
非
常 、
或
い
は 、
⑦
何
ら
か
の
強
調
を

と
め
た
表
現 、
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が 、
い
ず
れ
も 、
今
昔

の
撰
者
が
「
事
元
限
よ
と
い
う一
つ
の
表
現
形
式
に
収
束
し 、
改
変
し
て
い

ヲ匂 。

今昔物語集の 文体IC 関 す る 一考察

ω
出
典
に
も
該
当
箇
所
は
存
す
る
が 、
強
調
さ
れ
て
い
な
い
場
合 。

た
と
え
ば 、

此ニ
依テ 、
諸ノ
道
俗
ノ

為-一
一被
愛
楽ル
〉

事
元
限シ 。
(
今
昔・
巻
U
の
出)

に
対
し
て 、
出
典
文
献
で
は 、

為--
諸
道
俗-
所ニ
愛
楽-
也 。
(
日
本
笠
異
記・
巻
中
第
mM)

と
の
み
あ
り 、
強
調
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る 。

ω
出
典
で
は
該
当
箇
所
が
存
し
な
い
場
合 。

た
と
え
ば 、

「
然
レパ

我レ 、
汝ガ
為-一 、

見エ
ム

所
有フム 、

夢
ヲ

以
テ
必ズ
示
サ
ム」
ト

云

テ 、
其/
音
止
ヌ 。

剰剖什列割引朝沼岡川円 。
其/
後ハ
日
/

中ニ
可
有
キ

事

ヲ
夢-一
見ル
事
進7
事
元カ
リ
ケ
リ 、

(
今
昔・
巻
町出
の
幻)

に
対
し
て 、
出
典
文
献
で
は 、

み
え
む
所
あ
ら
ば
夢
を
も
ち
て
し
め
さ
む
と
い
ひ
て
声
や
み 、
企
又
そ
の

の
ち
日
の
う
ち
に
あ
る
べ
き
ζ
と
を
夢
に
み
る
事
お
ζ
た
り
な
し 。

(
俊

頼
髄
脳)

と
あ
り 、
今
昔
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
該
当
す
る
表
現
が
存
し
な
い
場
合

で
あ
る 。
(
企
印
は
該
当
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
し
て
い
る)

右
の
三
分
類
に
従
っ
て 、
出
典
に
「
事
元
限シ」
の
存
し
な
い
場
合
を
ま
と

〈表1>

メι弘ョ、 フ巳 道 古 後 伊 俊 日 法 日 孝 弘 大 冥 一

拾 本 主，也主、 3ー品psL， 出メ入1 本 賛 恩寺
遺 勢 L質 往 華 感 典

輔 {言 和 生 霊 子 法 報 応
和 物 髄 極 験 蔵法師 要 文

歌 歌 楽 異 撃 略 献
計 集 集 集 集 宝日五'" 脳 言己 記 言己 伝 伝 伝 記 録

354 1 1 1 1 2 81 21121321 941681161 51 4147162 話数典/]j 

25 。1 01 0101 01 011171 41310131 31 4 a 

102 。1 0_1_ _0 1 0 1 1 1 OJ 5 1 38 1叶71 0 1 1 1 27 111 b 

128 CJ_1_ 0_1 O_l_ 0 1 0 1 �I川
255 。1 0 1 0 1 0 1 1 1 4119 181 140恒1...01 4154j_37_計
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め
て
み
る
と 、

表
1
の
通
り
で
あ
る 。

表
の
合
計
欄
か
ら 、

次
の
諸
事
項
を
指
摘
す
る
事
が
出
来
る 。

-
刷 、

同
は
ω
ω
に
比
し
て
は
る
か
に
少
い 。

乙
れ
は 、

出
血(
に
強
調
表
現
が

あ
る
場
合
は 、

そ
の
ま
ま
踏
襲
し 、

敢
え
て
「
事
支
限
シ

」

に
よ
っ

て
書
き

か
え
な
か
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
よ
う 。

即
ち 、

今土日
は 、

次
の
様
に 、
出

典
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
事
が
多
い
の
で
あ
る 。

「
(
出
典)

高
橋
連
東
人
者

伊
勢
国
山
田
郡
陳
代
史
人
也

大
宮
儀
財

{

(
日
本
霊
異
記
・

巻
中
第
日)

「
(
今
昔)

今
昔 、

伊
賀
ノ

園 、

山
田
/

郡 、

職
代
ノ

里-一一
日向
精
/

東
人
ト

云
7

者
有
ケ
リ 、

家
大-一
宮
テ

財一一
飽
キ

満
タ
リ 。

(
巻
ロ
の
お)

も
っ
と
も 、

叫
が
削
川刊
に
比
し
て
少
い
と
い
う
事
は 、

も
と
も
と
出
典
に
強

調
表
現
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が 、

実
際
に

は 、

出
典
に
も
相
当
強
調
表
現
が
存
す
る
か
ら 、

と
の
場
合
問
題
と
な
ら
な

刷 、

ま
た 、

例
の
用
例
が
少
な
い
な
が
ら
も
存
す
る
とニ一一口
う
事
か
ら
原
表
現

が
か
な
り
多
様
で
あ
る
こ
と
を
考ゆ
え
に
入
れ
れ
ば 、

今北口
の
撰
者
は 、

出
血(

K
存
す
る
種
々
の
強
調
表
現
を 、
「
事
元
限
シ

」

と
い
う
一
つ
の
表
現
形
式

に
類
型
化
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
言
え
よ
う 。

と
の
殺
に 、

出
血(
で
は

多
様
な
表
現
で
あ
る
も
の
を
一
つ
の
常
套
的
表
現
に
は
め
乙
ん
で
行
く

傾
向

は 、

撰
者
の
文
体
の
特
色
と
し
て
注
意
す
べ
き
事
項
で
あ
る 。

2 、

川
例
は 、

川刊
に
比
し
て
圧
倒
的
に
多
い 。

乙
れ
は
山
典
の
字
句
に
余
り
と

ら
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に 、

撰
者
本
来
の
表
現
が
山
や
す
く

な
る
事
を
示
し

て
い
よ
う 。

ω
は 、

ω
よ
り
さ
ら
に
多
い
が 、

山山
血〈
を
離
れ
た
文
を
書
け
ば

書
く
ほ
ど 、

援
者
の
好
み
の
表
現
が
頻
出
す
る
事
を一
万
す
も
の
で
あ
ろ
う 。

さ
て 、

出
典
の
明
ら
か
で
あ
る
今
昔
説
話
に 、

加
例
見
ら
れ
た
「
事
元
限

シ
」

は 、

残
り
の
僅
か
8
例 、

即
ち
3
%
の
み
が 、

出
典
文
献
に
既
に
存
し
て

い
た
場
合
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る 。

そ
の
う
ち
わ
け
は 、

孝
子
伝
出
典
話
に
1

例 、

俊
頼
髄
脳
出
血(
話
に
1

例 、

法
華
験
記
出
典
話
に
6

例
で
あ
る 。

つ
ま

り 、

殆
ど
全
部 、

撰
者
自
身
の
付
加
し
た
表
現
形
式
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な

る 。

し
か
し
な
が
ら 、

と
う
い
う
結
泉
は 、

比
較
に
用
い
た
出
典
文
献
の
多
く

が 、

漢
文
で
あ
っ
た
為
に
起
っ
た
の
で
あ
り 、

和
文
が
出
典
で
あ
る
様
な
場
合

に
は
撰
者
が
付
加
す
る
場
合
の
み
で
は
な
く 、

出
典
に
既
に
存
し
て
い
た
場
合

も 、

あ
る
程
度
あ
っ
た
様
で
あ
る 。

そ
れ
は 、

同
文
的
共
通
話
と
の
比
較
の
結

果
か
ら
推
測
さ
れ
る 。

同
文
的
共
通
話
と
は 、

周
知
の
如
く 、

宇
治
拾
遺
物

語 、

古
本
説
話
集 、

打
開
集
な
ど
に
存
し
て
い
て 、

今品目
説
話
と
共
通
の
母
胎

か
ら
発
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

そ
し
て 、

乙
の
共
通
母
胎
と

な
っ
た
文
献
は 、

古
本
説
話
集
や
宇
治
拾
遺
物
語
の
如
く 、

和
文
で
書
か
れ
た

(
注日)

も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る 。

今 、

ζ
れ
ら
同
文
的
共
通
話
の
存
す

る
今
昔
説
話
か
ら 、

「
事
王
限
シ」

を
抽
出
し 、

同
文
的
共
通
話
と
比
較
し
て

(
注ロ)

み
る
と 、

表
2
の
様
に
な
る 。

表
の 、
「
同
文
的
共
通
話
と
一
致
す
る
用
例
数
」

と
言
う
の
は 、

今
昔
に
見
ら
れ
る
「
事
元
限
シ

」
が 、

同
文
的
共
通
話
の
該
当

個
所
に
も
見
ら
れ
る
場
合
の
用
例
数
で
あ
り 、

共
通
母
胎
と
な
っ
た
出
典
文
献

に 、

既
に
「
ζ
と
か
ぎ
り
な
し」
が
存
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
場
合
で
あ
る 。

表
の
最
下
欄
は 、

同
文
的
共
通
話
と
今
告
と
の
一
致
度
で
あ
り 、

と
の
数
値
か

ら 、

共
通
母
胎
に
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し
」
が
存
し
て
い
た
割
合
を
推
測
す
る
事

が
出
来
る 。

ま
た 、

合
計
欄
は 、

二
宝日
間
以
上
に
わ
た
っ

て
同
文
的
共
通
話
が

存
し
て
い
る
場
合 、

人々
昔
に
よ
り
類
似
し
て
い
る
方
の
み
を
取
り 、

重
複
を
防

い
で
あ
る 。
(
)
内
が
重
複
用
例
数
で
あ
る 。

表
の
合
計
欄
か
ら 、

出
典
文
献
と
比
較
し
た
場
合
と
は
異
な
り 、

川田
例
中
訂

例 、

即
ち 、

約
3

割
が
共
通
母
胎
と
な
っ
た
和
文
の
出
典
文
献
花
既
に
存
し
て
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〈表2)
打

20 

7 

27 .711 35 
% 11 % 

間

メ入仁I

計

但(
7

幻(
3

い
た
と
推
測
出
来
る。

従
っ

て 、
「
事
元
限シ」
と
い
う
表
現
形
式
は 、
出
典
が
漢

文
で
あ
る
様
な
場

合
K
は 、
と
の
表
現
自
体
が
出
血(
に
存
し
な
い
為
に
殆
ど
撰
者
が
付
加
し
た
場

合
で
あ
る
の
に
対
し 、
出
典
が
和
文
で
あ
る
様
な
場
合
に
は 、
あ
る
程
度 、
出

典
に
も
存
し
て
お
り 、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
場
合
も
あ
っ
た
と
言
え
よ

・
つ 。

四 、
「事元限シ」
の
本集に
於ける分布

今昔物語集の文体fC関する一考察

さ
て 、
乙
の
表
現
形
式
の
本
集
に
於
け
る
分
布
は
ど
の
様
で
あ
ろ
う
か 。
調

査
結
果
は 、
表
3
K
示
す
様
で
あ
る。
表
か
ら 、
訓
読

文
調
の
強
い
前
半
に
頻

用
さ
れ
る
が 、
和
文
調
の
強
い
後
半
に
な
る
と
減
少
し
て
行
く

事
が
わ
か
る。

と
す
る
と 、
以
上
述
べ
て
き
た
事
と
矛
盾
す
る
事
に
な
る。
即
ち 、
今
ま
で

に 、
①
「
事
走
限シ」
は 、
撰
者
固
有
の
表
現
で
あ
る
と
と 、
②
出
典
が
和
文

で
あ
る
様
な
場
合
に
は 、
出
出(
に
既
に
存
し
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ

ぐ
場
合
が
あ
る
ζ
と 、
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
が 、
乙

の
二
点
か
ら
する
と 、
頻
出
の
度
合
は 、
主
と
し
て
和
文
が
出
典
で
あ
る
後
半

の
本
朝
世
俗
部
で
は 、
増
加
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る。
と
言
う
の
は 、
後
半

で
は
撰
者
自
身
の
付
加
する
場
合
の
他
に 、
山
血(
に
既
に
存
し
て
い
た
も
の

〈表3)

で出! ?;;:J 7t

件
医」
合

相一
問
料一
位

5 
2 

18 
8 

19 
16 
32 
16 
10 
17 

21 
22 
23 
24 

巻

25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 

42 
52 
39 

31 
55 
43 

44 
34 

30 
13 
14 

巻

12 

15 
16 
17 
18 
19 
10 

11 

24 
43 

39 
34 
34 
35 

46 
37 

41 

9 
10 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

1 
き

を 、
そ
の
ま
ま
踏
襲
する
場
合
が
加
算
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
た
と
え 、
後

半 、
増
加
し
な
い
に
せ
よ 、
せ
い
ぜ
い
前
半
と
ほ
ぼ
同
様
の
頻
度
で
出
現
する

方
が 、
予
想
し
や
す
い
状
態
で
あ
る。
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
後
半
に
減
少
し
て

行
っ

て
し
ま
う
と
い
う
事
に
は 、
何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な

る
ま
い 。
以
下 、
そ
の
原
因
を
考
え
る
為
花 、
ま
ず
「
事
元
限シ」
の
位
相
的

考
察
を
行
っ

て
み
る
事
に
する。

五 、
「事元限シ」
の
位相的考察

今
昔
物
語
集
の

文
体
は 、
旧
来 、
漢
文
訓
読
文
休
と
和
文
休
と
い
う
こ
つ
の

文
体
範
鳴
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た 。
が 、
昨
岸
明
氏
が 、
変
体
漢

文
の
本

(
注目)

集
へ
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
か
ら 、
変
体
漢
文
体
と
い
う
範
匝帽
を
合
わ
せ
立
て

る
方
が 、
よ
り
よ
く

本
集
の

文
休
を
説
明
する
と
い
う
事
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ

る。
従
っ

て 、
本
稿
も 、
漢

文
訓
統

文
体・
変
体
漢

文
体・
和
文
体
の
三
つ
の
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文
休
範
時
を
設
定
し 、
「
市中
元
限シ」
の
性
質
を
追
求
し
て
み
る
市ず
に
す
る 。

ま
ず 、
漢
文
訓
読
文
花 、
乙
の
表
現
形
式
が
見
ら
れ
る
か
否
か
の
検
討
か
ら

始
め
る 。
漢
文
訓
読
文
献
と
し
て
は 、
訓
読
文
の
既
に
公
に
さ
れ
て
い
る
西
大

寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点 、
地
球
十
輪
経
元
慶
七
年
点 、
石
山
寺
本
法
華
経

玄
賛
淳
祐
点 、
石
山
寺
本
法
翠
義
疏
長
保
四
年
点 、
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長

究
元
年
点 、
興
福
寺
本
大
慈
照
寺
三
政
法
師
伝
古
点 、
竜
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経

(
注M)

明
算
点 、
天
理
大
学
図
書
館・
国
立
京
都
博
物
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
伝
古
点 、

な
ど
を
調
査
対
象
と
す
る 。
そ
の
結
果 、
い
ず
れ
の
文
献
に
も
「
事
元
限シ」

『
注目)

と
い
う
表
現
形
式
は
見
あ
た
ら
な
い 。
但
し 、
「
寿
量
限
り
無
し」
の
如
く 、

「
と
と」
と
合
し
な
い
「
限
り
無
し」
お
よ
び
そ
の
活
用
変
化
し
た
形
は 、
ど

(
注目印)

く
稀
に
見
ら
れ
る 。
ま
た 、
「
無
限
の」
或
は
「
無
限
な
り」
の
語
な
ら
見
ら

れ
る 。
な
お 、
大
慈
恩
寺
三
政
法
師
伝
古
点
に
は 、
次
の
如
く

「
コ
ト

極
無

(
シ
ご
の
用
例
が 、
3
例
見
ら
れ 、
「
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ」
と
よ
む
可
能
性
が

な
い
で
は
な
い 。
と
言
う
の
は 、
観
智
院
本
類
爽
名
義
抄
に 、
「
極」
の
よ
み

と
し
て
「
カ
キ
リ」

が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
だ
が 、
乙
の
表
現
は 、
変
体

漢
文
に
多
数
見
ら
れ 、
後
に
詳
し
く

ふ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で 、
論
証
は
略
す

る
が 、
「
コ
ト

キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
と
訓
ん
だ
可
能
性
が
強
く 、

少
く
と
も
確
例

と
は
な
し

難
い 。

-
王(
平)
も
亦
称
歎
す
る
乙
と
極
無(
シ) 、
(
巻
1
・

m
行)

(
反)

・
彼
ノ
公
歓
喜
歎
賞
(
ス
ル)
コ
ト

極
無(
シ) 、
(
巻
2
-

m
行)

(
反)

・
王
見
テ
歓
喜
称
慶
(
ス
ル)
コ
ト

極
無(
シ) 、
(
巻
5
・

制
行)

乙
の
他 、
「
コ
ト」

と
合
し
な
い
「
極
リ

無
シ」
の
用
例
も 、
僅
か
で
は
あ
る

が
見
ら
れ
る 。
ま
た 、
大
唐
西
域
記
長
寛
点
に
は 、
「
福
を
獲(
る
こ
と)
窮
り

元
(
し)
」
(
巻
4
-

m
行)
の
用
例
が
見
え
る
が 、
「
コ
ト

キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」

と
訓
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う 。

な
お 、
右
の
資
料
の
外
に 、
一口向
山
寺
本
荘
子
鎌
倉
初
期
点
に
は 、
次
の
如
き

用
例
が
見
ら
れ
る 。

-
鋭ト
キ
と(き)
に
は

則・
挫
ク

失
地
私
心 ク

司封副引川ぺ
(
複
製
本・
泊
・

日)
が 、
か
か
る
用
例
は 、
ご
く

稀
で
あ
り 、
漢
文
訓
読
文
で
は 、
一
般
に
「
事
元

限シ」
と
い
う
表
現
形
式
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
て
も
よ
か
ろ
う 。

(
注げ)

次
に 、
和
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る 。
調
査
の
結
果 、
表
4
に
み
る
如

く 、
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し」
は
容
易
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る 0・
即
ち 、
「
こ
と

+
か
ぎ
り
な
し」
と
い
う
表
現
形
式
は 、
和
文
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
る 。

な
お 、
と
の
表
現
形
式
が 、
和
文
に
存
す
る
事
は 、
先
の
同
文
的
共
通
話
よ

の
比
較
の
結
果 、
和
文
で
あ
る
乙
と
の
想
定
さ
れ
る
出
典
文
献
に 、
既
に 、
乙

の
表
現
形
式
が 、
あ
る
程
度
存
し
て
い
た
事
が
推
測
さ
れ
る
点
か
ら
も 、
十
分

う
な
ず
け
る
と
と
ろ
で
あ
る 。

き
て 、
「
事
兎
限シ」
が 、
訓
読
文
で
は
用
い
ら
れ
ず 、
和
文
に
見
ら
れ
る
事

は
明
ら
か
で
あ
る
が 、
変
体
漢
文
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。
ま
ず 、
貞
信
公

記、
九
暦 、

御
堂
関
白

記、
小
右
記、

御
二
条
師
通
記、
殿
暦 、

権
記、

帥

(
注凶)

記、
な
ど
の
公
卿
の
日

記
類
を
選
定
し 、
調
査
し
た 。
そ
の
結
果 、
漢
文
訓
読

文
の
場
合
と
同
様 、
「
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ」
の
表
現
は 、
見
ら
れ
な
い 。
但
し 、

次
に一
不
す
知
く 、

「
コ
ト

キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
と
訓
ん
だ
と
思
わ
れ
る
「
無
極」

の
用
例
が
多
数
み
ら
れ
る 。

-
定
間
従
御
殿
上 、
弛
降
在
庭
前 、
従
南
殿
北
階
上
行
西
方 、
目疋
内
侍
所
方
衆

驚
恐

鯛樹 、
(
御
堂
関
白

記・
寛
弘
三
年
七
月
三
日)

-
甚
糸
惜
見
事
無
極、
(
御
堂
関
白
記・
長
和
四
年
四
月
三
日)
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更 枕 紫 か 土 堤 浜 狭 源 { 子 落 平 伊 竹 文
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1
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例

事
かベ

事
例

形
式
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例

式用記 う言己
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例
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式
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1<: 1 ぞ

か
・ う上ば 例かをと り な ぎな 式ぞ ・ 終すも

」

見
例

れ
ら
な

ぎ
り

係助詞記
」 みぎ3い な く・ りく・ 色生か 止べ注

と 用
伊

iいと れ
らり例合うう・」 な( 1 ぎ 形て記b、 な 形」と か.:S 例 り の「し

活う 入の数
はと 活う る 」きむ。式のい り・」 見な 場こて
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合 | 大 | 讃|和l
岐l泉
典 | 式
侍 |部

鏡|言己記

1 1 2351 2 

計

-
右
大臣家雑人等致件乱 、
殆欲及
主
女
云
〉\

見問者歎息無極 、
(九

暦・
天
慶
七
年
五
月
六
日)

-
天
下
之
人
頗
駕
無
極、
(
小
右
記・
永
観
二
年
十
二
月
六
日)

-
中
央
間
無
九
帳
云
ミ 、

異
佐
無
極、
(
後
二
条
師
通
記・
寛
治
六
年
四
月
十

八
日)

-
於
宮
御
方
御
遊 、
中
宮
大
夫・
相
宰
中
将
国
信・
刑
部
卿
顕
仲・
博
定・
良

基・
忠
道・
時
元・
友
正 、
興
無
極、
(
殿
暦・
康
和
二
年
二
月一
日)

-
而
神
祇
官
斎
院
央 、
是
非
常
事
也 、
恩
食
歎
無
極、
(
権
記・
長
徳
四
年
三

月
二
十
八
日)

-
次被差盃皐 、
後人々
退去 、
予次
大町見
泉、
汎溢
剰樹 、
(帥記・
承

暦
四
年
四
月)

か
か
る
「
無
極」
の
用
例
は 、
用
言
に
直
接
接
続
し
て
い
る
か、
或
は 、「
事」

形
の
字
を
介
し
て
用
言
に
接
続
し
て
い
る
か
で
あ
る
か
ら 、
「
活
用
語
の
連

休
形
+
コ
ト

+
極
無
シ」
と
よ
ん
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う 。
乙
の
他 、
「
無
極」

は 、
①
「
丞
相
所
令
請
出
家
事 、
功
徳

制刷 、」
(
権
記・
長
徳
四
年
三
月
三

日)
の
如
く 、

主
語
と
な
る
名
詞
を
直
接-
つ
け
る
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
場
合 、
②
「
不
覚
心
中
奉
念
不
動
尊 、
無
極
悲
泣 、」(
権
記・
長
徳
四
年
七
月

十
六
日)
の
如
く 、

連
用
修
飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合 、
①
「
是
無

極
失
也」
」
(
御
堂
関
白

記・
長
和
二
年
十一
月
十
五
日)
の
如
く 、

連
休
修

飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合 、
な
ど
が
あ
る 。
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さ
て 、
「
極」
の
訓
み
で
あ
る
が 、
先
に
ふ
れ
た
如
く 、

観
智
院
本
類
来
名

義
抄
に
「
カ
ギ
リ」

の
和
訓
が
あ
る
事
か
ら 、
「
無
極」
は
「
カ
ギ
リ
ナ
シ」

と
訓
ん
だ
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い 。
が 、
次
に
述
べ
る
理
由
か
ら 、
や

は
り
「
無
極」
は 、
ど
く

普
通
に
「
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
と
訓
ん
だ
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

ー 、
前
記
し
た
変
体
漢
文
資
料
を
検
索
する
に 、
「
極」
の
字
は 、
「
無
極」
や

固
有
名
詞
に
使
用
さ
れ
る
他 、
①
「
従
四
月
悩 、
の
極
無
力」
(
御
堂
関
白

記・
寛
弘
五
年
六
月
十
三
日)
②
「
是
等
事
極
失
也 、」
(
同
前・
寛
仁
二
年

正
月
十
六
日)
の
如
く 、

連
用
修
飾
や
連
休
修
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が

あ
る。
乙
れ
ら
は 、
い
ず
れ
も
「
キ
ハ
メ
テ」
「
キ
ハ
メ
タ
ル」
と
訓
め 、

ま
た
そ
れ
以
外
に
訓
み
よ
う
は
あ
る
ま
い 。
従
っ

て 、
「
極」
が 、
「
キ
ハ

ム」
系
の
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
事
は 、
ま
ず
確
実
で
あ
る。
も
っ
と
も

「
キ
ハ
ム」
系
と
は
別
に 、
「
カ
ギ
ル」
系
の
語
の
表
記
と
し
て
も 、
「
極」

の
字
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
く
は
な
い 。
し
か
し
な
が
ら 、
変

体
漢
文
で
は 、
「
カ
ギ
ル」
系
に
は
「
限」
の
字
を
用
い
て
い
る
様
で
あ
る。

楊
守
敬
旧
政
木
将
円
記
で 、
「
極」
に
「
キ
ハ
メ
タ
リ」
と
傍
訓
が
付
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し 、
「
限」
の
字
に
は
「
其/
兵
類・
所
前・
一
人
当
千
之

カキリ

キナリ

人
限
・

八
千
余
騎
」
(
複
製
本
叩
ウ
1)

の
如
く 、
「
カ
ギ
リ」

の
傍
訓
が

付
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
が 、
そ
の一
証
と
な
ろ
う 。

変
体
漢
文
の
用
字
が 、
一
般
に
単
純
で
あ
り 、
固
定
的
で
あ
る
と
言、つ
傾

向
か
ら
する
と 、
「
限」
が
「
カ
ギ
ル」
系 、
「
極」
が
「
キ
ハ
ム」
系
を
担

当
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る。
従
っ

て 、
「
無
極」
は 、

「
キ
ハ
7
リ
ナ
シ」
と
訓
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う 。

2 、
和
文 、
お
よ
び
漢
字
か
な
交
り
文
の
文
献
の
中
K
は 、
「
か
ぎ
り
な
し」

と
「
き
は
ま
り
な
し」
の
両
語
と
も
存
する
も
の
が
あ
る。
た
と
え
ば 、
字

津
保
物
語 、
法
華
百
座
法
談
問
書
抄 、
そ
し
て
時
代
は
下る
が 、
徒
然
草
な

ど
で
あ
る。
ま
た 、
今
昔
物
語
集
に
は
「
元
限シ」
の
他
に 、
「
五
極力
リケル」

(
巻
目
の
3)
と
い
う
用
例
が
存
する。
即
ち 、
「
か
ぎ
り
な
し」
と
い
う
表

現
の
他
に 、
「
き
は
ま
り
な
し」
と
い
う
表
現
も
存
し
た
事
は
確
実
で
あ
る。

「
き
は
ま
り
な
し」
と
い
う
表
現
が 、
変
体
漢
文
に
存
し
た
事
を
積
極
的
に

否
定
する
根
拠
も
な
く 、
ま
た
「
極」
は 、
「
キ
ハ
ム」
系
で
訓
む
の
が
自

然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上 、
「
無
極」
を
「
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
と
訓
む

の
が
適
当
で
あ
ろ
う 。
な
お 、
和
文
に
は 、
字
津
保
を
除
け
ば 、
「
き
は
ま

り
な
し」
が
見
ら
れ
な
い 。
従
っ

て 、
漢
文
訓
読
文
体・
変
体
漢
文
体
の

「
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
に
対
し
て 、
和
文
体
で
は 、
「
か
ぎ
り
な
し」
が
用
い

ら
れ
る
と
い
う
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る。

か
く
し
て 、
変
体
漢
文
で
書
か
れ
た
公
卿
の
日

記
類
に 、
多
数
見
ら
れ
る

「
無
極」
は 、
「
コ
ト

キ
ハ
マ
リ
ナ
シ」
と
訓
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

と
する
と 、
変
体
漢
文
に
も
「
事
元
限シ」
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
が 、

出る
が 、
先
に
み
た
如
く 、

今
昔
の
漢
文
の
出
典
文
献
の
う
ち
で
も 、
孝
子
伝

と
法
事
験
記
に 、
僅
か
で
は
あ
る
が 、
「
事
元
限シ」
が
既
に
存
し
て
い
る
場
合

が
あ
っ
た 。
両
蓄
を
通
覧
する
と 、
孝
子
伝
に
は
1

例 、
法
華
験
記
に
は
リ比

例 、
「
事
元
限シ」
が
見
ら
れ
る。
孝
子
伝
や
法
華
験
記
は 、
純
粋
の
漢
文
に

(
注印)

近
い
が 、
そ
れ
と
は
言
い
切
れ
ぬ
和
臭
の
する
漢
文
文
献
で
あ
り 、
広
義
に

は 、
変
体
波
文
文
献
に
含
め
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
と
思
わ
れる。
か
か
る
文

献
に 、
「
事
五
限シ」
の
表
現
が
み
ら
れる
事
は 、
公
卿
の
日
記
以
外
の、
和
臭

の
する
漢
文
文
献
に 、
乙
の
表
現
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い 。

従
っ

て 、
公
卿
の
日
記
以
外
の
文
献
を
検
索
する
必
要
が
あ
ろ
う 。
と
り
わ

け 、
法
草
験
記
に
は 、
乙
の
表
現
の
存
する
場
合
が 、
多
い
事
か
ら 、
法
華
験

(
注初」

記
と
内
容
の
類
似
する
往
生
伝
や
縁
起
類
を
検
索
し
て
み
た 。
結
果
は 、
公
卿
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の
日
記
類
と
同
様
に 、
「コ
卜

カ
ギ
リ
ナ
シ」
は
見
ら
れ
ず 、
「
コ
ト

キ
ハ
7
リ

ナ
シ」
と
訓
む
「
無
極」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た 。

従
っ

て 、
「
事
兎
限シ」
は 、
和
文
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
と
言
う
事
に
な

る。
と
する
と 、
先
に
示
し
た
今
昔
に
於
け
る
「
事
元
限シ」
の
分
布
は 、
ま

す
ま
す
矛
盾
が
拡
大
さ
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る。
即
ち 、
「
事
兎
限シ」
が 、
和

文
表
現
で
あ
る
な
ら 、
和
文
調
の
強
い
後
半
に 、
頻
出
する
度
合
が
高
く
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る。

六 、
「
事
元
限シ」
の
分
布
と
そ
の
解
釈

今昔物語集の 文体Iζ 関 す る 一考察

さ
て 、
「
事
五
限シ」
は 、
撰
者
固
有
の
表
現
形
式
で
あ
り 、
和
文
表
現
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
後
半
の
本
朝
世
俗
部
に
な
る
と 、
増
加
する
ど
こ
ろ
か

む
し
ろ
減
少
し
て
行
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る。
こ
の
様
な
矛
盾
し
た
分
布
を
示

す
事
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
もっ
と
も 、
「
事
元
限シ」

が 、
後
半
減
少
し
て
行
っ

て
し
ま
う
の
は 、
と
の
表
現
形
式
の、
和
文
で
用
い

ら
れ
る
と
い
う
位
相
的
性
質
や
撰
者
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
と
は
無
関

係
に 、
説
話
の
索
材・
内
容
K
左
右
さ
れ
た
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
事
も

な
い 。
即
ち 、
前
半
の
天
竺
以
旦
部
及
び
本
朝
仏
法
部
は 、
仏
教
説
話
で
あ
り 、

後
半
の
本
朝
世
俗
部
は 、
巷
談
説
話
で
あ
る
か
ら 、
こ
の
様
な
説
話
の
性
格
の

違
い
が 、
「
事
元
限シ」
の
頻
度
に
影
響
を
与
え 、
「
事
五
限シ」
を
使
用
す
べ

き
場
面
が 、
後
半
に
至
っ

て
減
少
し
た
の
で
あ
る
と
解
釈
する
の
で
あ
る。
だ

が 、
「
事
元
限シ」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
面
を
検
討
し
て
み
る
に 、
確
か
に 、

前
半
の一
部
分
の
用
例
は 、
「
礼
拝
恭
敬シ
奉ル
事
元
限シ」
「
恭
敬
礼
拝シ
奉ル

朝到刷刈」
「
賞ピ
悲プ

朝到岡刈」
「
貴ピ
敬7

朝到閥刈」
「
崇メ
賞ピ
奉ル

朝到

悶刈」
「
恭
敬
供
養
シ

奉ル

朝到閥刈」
「
崇メ
奉ル

朝到閑刈」
「且貝ミ
礼ム

朝沼

岡刈」
「
貴メル

割到悶刈」
な
ど
と 、
仏
教
関
係
の
説
話
な
ら
で
は
見
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
様
な
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る。
が 、
大
部
分
の
用
例
は 、
①

「
怖シ
キ

事
元
限シ」
「
悲キ
事
元
限シ」
「
心
細キ
事
元
限シ」
「
菩シ
キ

事
元
限シ」

「
楽キ
事
元
限シ」
「
菩プ
事
元
限シ」
「
噴ル
事
元
限シ」
「
泣キ
悲シム
事
元
限シ」

町 、

②
「
泣ク

割到閥刈」
「
咲7

朝到刷刈」
「
集ル

朝到閥刈」
「
迷7

朝到閥

刈」
「
騒ギ
合ヘ
ル

朝到閥ォ」
「
奇三
時元

朝到岡汁」
問 、

③
「
寒キ

朝到岡刈」

「
議パ
シ
キ

朝到附川什」
町 、

@
「
微
妙キ

朝到岡ォ」
「
怖シ
気ナル

朝到岡刈」

「
磁
気ナル
事
兎
限シ」
「
厳キ
事
元
限シ」
位 、
⑤「
貧キ
事
兎
限シ」
町 、
な
ど

と 、
人
間一
般
の
心
理
や
行
動 、
或
は 、
感
覚 、
風
貌 、
状
態
を
叙
する
場
面

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り 、
後
半
の
巷
談
説
話
に
用
い
ら
れ
で
も一
向
さ

し
っ
か
え
な
い
と岡山
わ
れ
る
場
合
な
の
で
ある。
事
実 、
こ
れ
ら
の
「
怖シ」

「
泣ク」
「
寒シ」
「
微
妙シ」
「
貧
ご
な
ど
な
ど
の
場
面
は 、
後
半
の
巷
談
話

に
も
頻
出
する。
従っ
て 、
後
半
の、
「
事
元
限シ」
の
減
少
は 、
説
話
の
素

材・
内
容
の
迩
い
と
い
う
事
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
の
で
あ
る。

次
に 、
考
え
ら
れ
る
事
と
し
て
は 、
和
文
調
の
強
い
後
半
で
は 、
「
事
元
限

シ」
と
い
う
強
調
表
現
に
か
わる
な
ん
ら
か
の
表
現
が 、
か
わ
っ

て
用
い
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
事
で
あ
る。
そ
こ
で 、
か
よ
う
な
「
事
元
限

シ」
に
か
わ
り
得る
強
調
表
現
を
探
索
し
て
みる
事
に
する。
ま
ず 、
「
事
兎
限

ご
と
同
様
に 、
述
部
を
形
成一
し
て
い
る
強
一凋
表
現
を 、
今
昔
か
ら
拾
い
あ
げ

て
み
る
と 、
「
並ピ
元シ・
量
リ

元シ・
元
畳ナ
リ・

元
比シ・
極ジ・
云ハ
ム

方
元

シ・
智ヘ
ム

方
元シ・
可
警キ
方
元シ」
な
ど
の
表
現
が
得
ら
れ
る。
こ
れ
ら
の

表
現
は 、
い
ず
れ
も
主
語
と
な
る
体
言
を
直
接
受
け
る
用
法
の
他 、
「
事
元
限

シ」
の
場
合
と
同
様
に 、
「
事」
を
介
し
て
用
言
の
速
体
形
に
接
続
す
る
用
法

も
存
する。
が 、
乙
れ
ら
の
表
現
は 、
い
ず
れ
も
用
例
数
が
少
な
す
ぎ 、
お
び

た
だ
し
く

使
用
さ
れ
る
「
事
元
限シ」
に
か
わっ
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
事

は
到
底
出
来
な
い 。
で
は 、
次
に
述
部
と
い
う
事
に
と
ら
わ
れ
ず
に 、
強
調
表
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巻 甚ダ 大 極 頗 元 最 痛 糸1 極: 事?
キ メ ノレ F艮 モ ク タ 元2

数 ア ク 限i
シ

l 4 15 10 1 1 41 
天 2 9 30 14 1 2 43 

3 3 1 1  15 1 4 4 24 
k介 4 4 10 42 l 3 1 4 39 

5 1 15 13 3 4 6 4 1 1  1 I 34 
』rv之「 6 9 5 19 1 1 2 34 

7 17 6 9 1 1 35 
日 8 

9 15 12 13  1 8 1 46 
部 10 2 8 39 2 2 4 1 I 37 

小計 64 112 174 5 1 10 28 6 I 26 2 1333 
11 2 1 12 23 2 2 3 4 42 

本 12 3 I 16 31 3 1 1 1 6 1 I 52 
13 2 6 I 20 2 3 39 

1月 14 3 I 11 37 1 2 2 4 1 30 
15 l 1 I 21 1 3 1 2 1 I 31 

仏 16 2 7 1 39 3 25 2 1 55 
17 5 I 28 29 1 1 1 8 1 I 43 

法 18 
19 1 7174 1 8 3 3 1 37 12 44 

部 20 3 1 16 52 2 9 3 I 12 1 1  34 
小計 22 104 326 11 21 21 8 1 96 32 370 
21 

本 22 1 I 13 1 5 6 5 5 
23 2 4 1 15 2 1 7 6 2 

朝 24 5 I 30 2 8 3 1 18 62 18 
25 10 8 1 3 2 5 I 12 8 

i立 26 4 I 17 1 5 2 146 1 1  19 
27 24 1 1 2 5 I 33 28 16 

俗 28 9 I 15 1 3 6 I 46 49 32 
29 4 I 19 1 8138 35 16 

部 30 2 9 2 1 I 36 11 10 
31 6 I 20 2 1 3 1 1 23 28 17 

小計 2 I 45 170 10 18 13 33 258 247 143 

〈表5)

』・4

現
を
抽
出
し
て
み
る
と 、
一
群
の
程
度
の
副
詞
が
得
ら
れ
る。
乙
れ
ら
の
語
の

今
昔
に
お
け
る
分
布
は 、
表
5
の
通
り
で
あ
る。
表
は 、
日
分
で
調
査
し
た
も

{注
告

の
の
他
に 、
原
栄一
氏
が
既
に
調
査
結
果
を
出
し
て
お
ら
れ
る
の
で 、
そ
れ
を

借
用
さ
せ
て
い
た
だ
き 、
作
成
し
た 。

表
か
ら 、
天
竺
ぷ
戸
部
で
は「
市中
元
限シ」
が 、
他
の
表
現
に
比
し
て
非
常
に

多
く 、

本
朝
仏
法
部
に
於
い
て
も 、
最
も
多
い
事
が
わ
か
ろ
う 。
が 、
後
半
の

イト

イミン

本
朝
世
俗
部
に
な
る
と 、
「
糸」
と
「
極ク」
と
が
「
事
元
限ν」
を
は
る
か
に

上
ま
わ
っ

て
い
る。
即
ち 、
天
竺
民
日一
部、
及
び
本
朝
仏
法
部
で
は 、
強
制
表

現
と
し
て
「
事
元
限シ」
が
主
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し 、

本
朝
世
俗
部
で
は 、

「
糸」
と
「
極ク」
が
主
用
さ
れ
て
い
る。
従
っ

て 、
本
朝
世
俗
部
で
の
「
事

元
限シ」
の
減
少
を
補
っ
た
の
は 、
「
糸」
か
「
極ク」
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
く
る。

で
は 、
「
糸」
と
「
極ク」
の
い
ず
れ
が 、
主
と
し
て
後
半
に
於
い
て
「
事
元

限シ」
と
い
う
強
調
表
現
に
か
わ
っ

て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば 、
後
半
に
於
い
て
「
事
元
限
こ
に
か
わ
っ
た
の
は 、

「
糸」
で
は
な
く 、
「
極ク」
で
あ
ろ
う
と
思
う 。
そ
れ
は 、
「
極ク」
の
認
の
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方
が 、
「
糸」
よ
り
も 、

次
の
点
で
「
事
走
限
シ

」
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る 。

ー 、

「
事
元
限
シ

」
が
強
調
す
る
上
接
語
の
品
詞
は 、

表
6
の
如
く 、

形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
場
合
と
動
詞
の
場
合
と
が
あ
る 。

し
か
も
動
詞
を
強
調
し
て

い
る
場
合
の
方
が
は
る
か
に
多
い

。
一

方 、
「
糸」

は 、

既
に
言
わ
れ
て
い

(
注勾)

る
様
K 、

ど
く

僅
か
の
例
外
を
除
い
て
は 、

す
べ
て
形
容
詞
・

形
容
動
詞
に

か
か
っ

て
い
る 。

従
っ

て 、
「
糸」
が
「
事
元
限
こ

を
す
べ
て
補
う
事
は 、

用
法
上 、

不
可
能
で
あ
る 。

も
っ
と
も 、
動
詞
を
強
調
す
る
場
合
は
「
痛
ク」

(
注幻)

が
受
け
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
事
も
な
い
が 、

表
5
か
ら
明
ら
か
な
如

く 、
「
痛
ク」

の
用
例
数
は
き
わ
め
て
少
く 、

や
は
り
乙
の
考
え
方
は
成
立
し

な
い

。
一

方 、
「
極
ク」

は 、

形
容
詞・
形
容
動
詞
を
修
飾
す
る
場
合
の
み
で

は
な
く 、

動
詞
を
修
飾
す
る
場
合
も
多
く 、

そ
の
比
率
は 、

U
対
日
の
割
合

で 、

動
詞
を
修
飾
す
る
場
合
の
方
が
多
い
の
で
あ
る 。

用
法
上 、
「
極
ク」

は 、
「
事
元
限
シ

」
に
近
い
と
言
え
よ
う 。

今昔物詩集の 文体iζ 関 す る 一考察

め一

一
例一計β一

得一

亙
乍一

2 、

「
事
元
限
シ

」
「
糸」
「
極
ク」

の
強
調
の
度
合
を
考
え
て
み
る
に 、
「
い

と
」

は
比
較
的
軽
く 、

「
か
ぎ
り
な
し」
「
い
み
じ
」
の
方
は
強
調
の
度
合
が

か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

即
ち 、

源
氏
物
語
を
調
べ
て
み
る

と 、
「
い
と
か
ぎ
り
な
し
」
「
い
と
い
み
じ
」

と
い
う
言
い
方
は
あ
る
が 、

「
か
ぎ
り
な
く
い
み
じ

」
「
い
み
じ
く
か
ぎ
り
な
し

」

と
か
い
う
言
い
方
は

見
ら
れ
な
い 。

ζ
れ
は 、
「
い
み
じ
」

と
「
か
ぎ
り
な
し」

と
が 、

既
に
相

当
強
い
表
現
で
あ
る
為 、

両
立
し
に
く
い
の
K
対
し
て 、
「
い
と」

は 、

強

調
の
度
合
が
軽
い
為 、
「
か
ぎ
り
な
し」 、

或
は
「
い
み
じ」

と
両
立
す
る
事

上
接
語
が
動
詞
で
あ
る
場
合

上
接
語
が
形
容
詞
・

形
容
動
詞
で
あ
る
場
合

が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う 。

即
ち 、
「
事
元
限
シ

」
の
強
調
の
度
合
に 、
よ
り
近

い
の
は 、
「
糸」

よ
り
「
極
ク」

で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る 。

3 、

「
事
元
限
シ

」
「
糸」
「
極
ク」

の
三
者
の
窓
味
を
比
較
す
る
に 、
「
事
元
限

シ
」

と
「
極
ク」

と
は
か
な
り
近
い
の
に
対
し 、
「
事
元
限
シ

」

と
「
糸」

と

で
は
相
当
ず
れ
た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。

つ
ま
り 、
「
糸」

(
注M)

は 、

既
に
阪
倉
篤
義
氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く 、

強
調
の
意
を
あ

ら
わ
す
他
に 、
「
ま
と
と
に
」
「
実
に
」

と
い
う
様
な
詠
嘆
的
な
意
味
合
い
で

用
い
ら
れ
る
事
が
あ
る 。
(「
糸」
の
下
に
否
定
表
現
が
き
て
い
る
様
な
場
合

(
待お)

に 、

ζ
の
意
味
合
い
が
生
じ
る 。)
一

方 、
「
事
元
限
シ」

「
極
ク」

な
ど
と
い

う
強
調
表
現
は 、

ζ
の
様
な
意
味
合
い
を
持
っ

て
い
な
い 。

即
ち 、

意
味

上 、
「
事
元
限
シ

」

に
よ
り
近
い
の
は 、
「
極
タ」

で
あ
ろ
う 。

か
よ
う
に 、
「
極
ク」

の
語
の
方
が 、
「
糸」

よ
り
も 、
「
事
元
限
シ

」

に
似
か

よ
っ
た
点
を
持
っ

て
お
り 、
「
極
ク」

が 、

今
昔
の
後
半
で 、
「
事
元
限
シ

」

と

い
う
強
調
表
現
に
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

と
す
る
と 、

何
故
K 、
「
事
元
限
シ」

と
い
う
撰
者
の
常
套
表
現
は 、

後
半
に

な
る
と
減
少
し 、

か
わ
り
に
「
極
タ」

と
い
う
強
調
の
表
現
が
折
頭
し
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か 。

そ
れ
は 、

次
に
述
べ
て
行
く

様
な
「
事
元
限
乙

と
「
極
ご

と
の
文
体
的
な
差
迭
を
考
慮
す
る
事
に
よ
っ

て
解
決
し
て
行
く
で
あ
ろ
う 。

「
い
み
じ
く」

と
い
う
語
は 、

漢
文
訓
読
語
「
ハ
ナ
ハ
ダ」

な
ど
に
対
応
す

(
注目印〕

る
和
文
特
有
語
で
あ
る 。

ま
た 、
「
ζ
と
か
ぎ
り
な
し」

と
い
う
表
現
も 、

先

の
調
査
結
果
か
ら 、

和
文
で
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る 。

し
か
し
な
が
ら 、

こ

れ
ら
二
表
現
は 、

同
じ
和
文
表
現
と
言
っ

て
も 、

言
わ
ば 、

そ
の
和
文
度
に
つ

い
て
は
微
妙
な
迷
い
を
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

即
ち 、

和
文
表
現
の
中
に
も
極
め
て
和
文
的
な
も
の
か
ら 、

比
較
的
訓
読
表
現

に
ち
か
し
い
性
質
の
も
の
ま
で
が
考
え
ら
れ
る
が 、

ζ
れ
ら
二
表
現
は 、

そ
の
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皮
合
が
異
な
っ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

つ
ま
り
「
事
元
限
シ

」

は 、

訓
読
語
に
近

い
性
格
を
持
っ
た
和
文
表
現
で
あ
る
の
に
対
し 、
「
極
タ」

は 、

極
め
て
和
文
度
の
高
い
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

ま
ず 、

「
事
元
限
シ

」

が 、

訓
読
語
に
親
し
い
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
根
拠

宇品、ー 、

既
に
見
た
如
く 、
「
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ
」

は 、

和
臭
の
す
る
漢
文
文
献
で

あ
る
法
華
験
記
や
孝
子
伝
に 、

僅
か
で
は
あ
る
が 、

そ
の
用
例
を
見
る
事
が

出
来
る 。

2 、

「
コ
ト」

と
合
し
て
い
な
い
「
カ
ギ
リ
ナ
シ
」

は 、

さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

が 、

漢
文
訓
読
文
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

3 、

渓
文
訓
読
文
や
変
体
漢
文
K 、
「
コ
ト

カ
ギ
リ
ナ
シ
」

と
い
う
表
現
形
式

に 、

意
味
上 、

用
法
上 、

文
構
造
上 、

き
わ
め
て
類
似
し
た
「
コ
ト

キ
ハ
マ

リ
ナ
シ
」

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る 。

就
中 、

変
体
漢
文
で
は
多
用
さ
れ
て

い
る 。

4 、

表
4
か
ら 、
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し」

は 、

絶
対
数
に
お
い
て
源
氏
よ
り
も

宇
津
保
に 、

更
に
作
品
の
言
語
畳
を
勘
案
す
れ
ば 、

源
氏
よ
り
も
落
窪
に 、

は
る
か
に
多
く
み
ら
れ
る 。

ζ
れ
は 、

源
氏
の
極
め
て
和
文
的
な
文
体
に
対

す
る
宇
津
保
・

落
筏
な
ど
の
訓
読
臭
を
感
じ
さ
せ
る
文
体
の
性
質
と
無
関
係

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る 。

5 、

漢
詩
に
な
ぞ
ら
え
て 、

字
音
語
を
適
当
に
組
み
立
て
る
の
を
「
和
製
漢

語」

と
言
う
な
ら
ば 、
「
事
元
限
シ

」
は 、

訓
読
語
風
に
和
語
を
適
宜
組
み

合
わ
せ
た
「
和
文
脈
製
訓
読
語」

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い

。

と
言
う
の
は 、
「
コ
ト

+
形
容
詞
終
止
形」

と
い
う
文
構
造
は 、

源
氏
物
語

を
代
表
と
す
る
和
文
に
は 、

ど
く

稀
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し 、

漢
文
訓
読
で
は
「
コ
ト

ナ
シ
」

と
い
う
表
現
を
筆
頭
に 、
「
コ
ト

+
形
容
詞

終
止
形」

と
い
う
文
構
造
が
頻
出
す
る
か
ら
で
あ
る 。

即
ち 、
「
コ
ト

カ
ギ

リ
ナ
シ
」

は 、

な
る
ほ
ど
そ
れ
自
身
は
漢
文
訓
読
に
は
見
ら
れ
な
い
が 、

そ

の
構
造
は 、

和
文
の
そ
れ
で
は
な
く 、

漢
文
訓
読
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る 。
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な
ど
で
あ
る 。

つ
ま
り 、
「
事
元
限
シ」

は 、

和
文
表
現
と
言
っ
て
も 、

漢
文
訓

読
文
や
変
休
漢
文
に
混
入
さ
れ
や
す
い
性
格 、

つ
ま
り
訓
読
語
に
ち
か
し
い
性

秘
を
持
っ
て
い
た
と
き
守
え
よ
う 。

さ
て 、
一

方
「
極
ク」

の
方
は 、

漢
文
訓
読

文
・

変
体
漢
文
に
は
決
し
て
見
ら
れ
ず 、

和
文
度
の
極
め
て
高
い

表
現
で
あっ

た
と
岡山
わ
れ
る 。

ま
た 、

そ
れ
は 、
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し」

に
比
し
て 、
「
い
み

じ
く」
の
方
が 、

如
何
な
る
和
文
文
献
に
於
い
て
も 、

頻
用
さ
れ
て
い
る
事
か

ら
も
う
な
ず
け
よ
う 。

か
よ
う
に 、
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し」

に
比
し
て 、
「
い
み
じ
く」

は 、

よ
り
和

文
的
で
あ
り 、

和
文
文
献
に
そ
の
用
例
を
多
数
み
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
か

ら 、

今
昔
の
後
半
の
和
文
の
出
典
文
献
に
も 、
「
乙
と
か
ぎ
り
な
し」

よ
り 、

「
い
み
じ
く」

の
方
が 、

は
る
か
に
多
用
さ
れ
て
お
り 、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
た
為 、

撰
者
の
常
套
表
現
「
事
元
限
シ

」

は
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
て
く

る
の
で
あ
る 。

こ
の
考
え
方
が
妥
当
で
あ
る
為
に
は 、

本
集
の
後
半
に
頻
用
さ

れ
る
「
い
み
じ」

の
語
は 、

大
部
分
出
典
文
献
に
存
し
て
い
た
事
が
実
証
さ
れ

れ
ば
良
い
わ
け
で
あ
る 。

そ
こ
で 、

和
文
の
出
典
文
献
が
想
定
さ
れ
る
同
文
的

共
通
話
文
献
の
存
す
る
説
話
か
ら 、
「
極
之

を
抽
出
し 、
同
文
的
共
通
話
と
の

比
較
を
行
っ
て
み
る 。

そ
の
結
果
は 、

表
7
の
合
計
欄
に
見
る
様
に 、

そ
の
六

割
が 、

出
典
文
献
に
既
に
存
し
て
い
た
と
推
測
す
る
事
が
出
来
る 。

同
文
的
共

通
話
で
は
な
く 、

直
接
の
出
典
文
献
と
比
較
し
た
ら 、

出
典
に
「
い
み
じ
く」

の
存
し
て
い
た
率
は
更
に
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う 。

し
か
し
な
が
ら 、

す
べ
て

出
典
か
ら
受
け
つ
い
だ
わ
け
で
は
な
く 、

僅
か
に
は
違
い
な
い
が 、

撰
者
自
身
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メ口入 打 古 喜字治拾 存同
本

する文的
間 説 説

話共通話
計 集 集 語 集 話

名 の

48 。 14 38 
4 の) 用

29 。 1 1  2 1  gEE手掴 里的笹
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警企里?高% % % 

今昔物語集 の 文体IC 関 す る 一考察

の
付
加
す
る
場
合
も
あ
っ
た
様
で
あ
る。
と一
吉
う
の
は 、
出
典
文
献
の
明
ら
か

で
あ
る
今土口
説
話
に
は 、
「
極ク」
が
4
例
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が 、
い

ず
れ
も
出
典
に
は
存
せ
ず 、
撰
者
自
身
の
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る。
と
も
あ
れ 、
今
昔
に
於
け
る
「
極ク」
の
語
の
大
部
分
が 、
既
に
出
典
に

存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は 、
表
5
の、
「
極ク」
の
本
集
に
於
け
る
分
布
状
態

か
ら
も
推
測
さ
れ
る。
即
ち 、
漢

文
出
典
が
多
い
と
目
さ
れ
る
巻
十
七
以
前
に

は 、
「
極ク」
の
例
が
殆
ど
な
く 、

和
文
出
典
が
多
い
と
目
さ
れ
る
巻
十
九
以
後

に
急
激
に
増
大
し
て
い
る。
つ
ま
り 、
「
極ク」
の
語
は
出
山慨
に
左
右
さ
れ
て
出

て
き
た
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
よ
う 。

か
く
し
て 、
今
昔
の
後
半
に 、
「
極ク」
が
頻
用
さ
れ 、
撰
者
の
常
套
表
現

「
事
元
限シ」
が
減
少
し
た
の
は 、
「
い
み
じ
く」

が
頻
用
さ
れ
て
い
る
和
文
の

出
典
文
献
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
為
で
あ
る
乙
と 、
そ
れ
に
対
し
て 、
「
事
元

限シ」
が 、
主
と
し
て
漢
文
の
出
典
の
想
定
さ
れ
る
前
半
に
お
い
て 、
撰
者
に

よ
っ

て
積
極的
に
付
加 、
使
用
さ
れ
た
の
は 、
そ
の
表
現
形
式
が
漢
文
訓
読

文

や
変
体
漢
文
に

通
ずる
性
格
を
持
っ

て
い
た
為
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
る。

「
事
元
限
ご
と
「
極ク」
と
の
交
替
の
様
相
は 、
本
集
に
お
け
る
援
者
固
有

の
文
体
と
出
典
の

文
体
と
の
緊
張
関
係 、
即
ち 、
撰
者
は 、
固
有
の

文
体
を
持

ち
つ
つ 、
一
方
で
出
典
に
影
響
さ
れ
や
す
い
と
い
う
関
係
を 、
き
わ
め
て
如
実

に
示
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る。

七 、
援
者
の
文
体
の
性
格

前
節
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に 、
本
集
に
頻
出
する
表
現
形
式
「
事
元
限

シ」
は 、
そ
の
分
布
状
況
乙
そ
前
半
に
偏
在
する
け
れ
ど
も 、
紛
れ
も
な
く

援

者
間
有
の
表
現
で
あ
る。
そ
の
「
事
元
限シ」
は 、
和
文
表
現
と
は
言
う
も
の

の、
漢
文
訓
読

文
や
変
体
漢
文
に

通
ずる
性
格
を
持
っ

て
い
た 。
従っ
て 、
撰

者
固
有
の

文
体
は 、
漢
文
訓
読

文
や
変
体
漢
文
に
通
ずる
内
容
を
持っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
が
想
像
さ
れ
る。

と
乙
ろ
で 、
「
極ク」
と
同
様 、
後
半
拾
頭
する
「
糸」
は 、
ど
う
い
う
性
格

を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
「
糸」
は 、
出
典
の
明
ら
か
で
あ
る
今
昔
説
話

に
は 、
け比
例
み
ら
れ
る
が 、
そ
の
う
ち
9
例
は 、
撰
者
が
付
け
加
え
た
場
合
で

あ
る。
従っ
て 、
撰
者
に
よ
っ

て
付
加
さ
れ
る
場
合
が
あっ
た
事
は
確
か
で
あ

る。
ま
た 、
同
文
的

共通
話
と
比
較
し
て
みる
と 、
表
8
の
如
く
で
あ
る。
表

の
合
計
欄
か
ら 、

共通
母
胎
と
な
っ
た
出
典
文
献
に 、
ほ
ぽ
確
実
に
「
糸」
が

存
し
て
い
た
と
推
測
し

得る
場
合
が 、
お
%
あ
る一
与
が
わ
か
る。
先
に
述
べ
た

〈表8)

メι弘3、 打 古 存同
本

説

する
共

文的
間 説

話 話通
計 集 集 語 集 話

名 の

52 2 8 47 
支数き「

の
5 用

例

19 1 6 16 
例警と鰭一すと吉共同

4 

36 50 75 34 致度Eと共Tの』昔文的今自% % % % 
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如
く 、
「
極
ク」

は 、

出
典
に
六
割
以
上
も
存
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら 、

そ
れ
に
比
し
て 、
「
糸
」

は 、

撰
者
が
付
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る

場
合
が 、

か
な
り
多
い
事 .
に
な
る

。

ま
た 、

表
5
の 、
「
糸
」
の
分
布
状
態
を

み
る
と 、

漢
文
出
典
が
多
い
と
目
さ
れ
る一
巻
十
七
以
前
に
も 、
「
極
ク」

に
比

し
て 、

か
な
り
頻
出
し
て
い
る
か
ら 、
「
糸」

は 、
「
極
ク」

と
違
い 、

撰
者
が

積
極
的
に
付
加 、

使
用
す
る
傾
向
の
あ
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
事
が
出
来
よ

う 。

か
よ
う
に 、

両
語
と
も
後
半
に
頻
出
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
「
糸」

の

方
は 、

そ
の
多
く

が
撰
者
に
よ
っ

て
積
極
的
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に

対
し
て 、
「
極
ク」

の
方
は 、

そ
の
多
く

が
出
典
を
踏
襲
し
た
場
合
で
あ
る
と

い
う
事
は 、

撰
者
自
身
の
文
体
の
性
質
を
考
え
る
の
に
役
立
つ

。

即
ち 、
「
糸
」

と
「
極
ク」

の
文
体
的
性
質
を
考
え
て
み
る
に 、

次
の
二
点
か
ら 、
「
糸
」

は 、

「
極
ク」

ほ
ど
和
文
皮
の
高
く
な
い
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

ー 、

「
い
み
じ
く」

は 、

決
し
て
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て 、

(
注幻)

「
い
と
」

は 、

稀
に
で
は
あ
る
が 、

漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
る
事
が
あ
る 。

2 、

出
典
文
献
と
の
比
較
に
よ
る
と 、
「
極
タ」

が
撰
者
に
よ
っ

て
付
加
さ
れ
る

場
合
は 、
4
例
あ
る
が 、
そ
の
う
ち
わ
け
は 、
俊
頼
髄
脳
出
典
話
に
2
例 、
後

拾
遺
和
歌
出
血(
話
に
2
例
で
あ
り 、

い
ず
れ
も
和
文
出
典
の
場
合
で
あ
る 。

そ
れ
に
対
し
て 、
「
糸
」

が
撰
者
に
よ
っ

て
付
加
さ
れ
る
場
合
は
9

例
で
あ

る 。

そ
の
う
ち
わ
け
は 、

後
拾
遺
和
歌
集
出
典
に
1

例 、

伊
勢
物
語
出
典
話

に
1

例 、

俊
頼
髄
脳
出
血(
話
に
3

例 、

と
和
文
出
典
で
あ
る
場
合
の
他 、

三

宝
感
応
要
略
録
出
血(話

に
1

例 、

日
本
霊
異
記
出
血(
話
K
1

例 、

法
華
験
記

出
典
話
K
3

例 、

と
漢
文
出
典
の
場
合
も
あ
る 。

ζ
れ
は 、
「
極
ク」

が 、
和

文
出
典
の
抑制
合
の
み
付
加
さ
れ
る
の
に
対
し 、
「
糸」

は 、

漢
文
出
典
の
場

合
に
も
付
加
さ
れ
る
と
言
う
事
で
あ
り 、
「
糸」

が 、

そ
れ
だ
け
漢
文
に
親

し
い
性
格
を
持
っ

て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
様
な
文
体
的
性
質
の
若
干
異
な
る
両
語
の
う
ち 、

撰
者
は 、

和
文
度
の

低
い
「
糸
」

の
方
を
積
極
的
に
用
い
る
と
い
う
事
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ

る 。後
半
額
用
さ
れ
る
「
糸
」
に
対
し
て 、

前
半
で
多
用
さ
れ
る
の
は 、
「
極
メ

テ」

や
「
大
キ

こ

な
ど
で
あ
ろ
う
か 。
「
極
メ
テ」

や
「
大
キ

こ

は 、

和
文
に

は
な
く 、

漢
文
訓
読
文
や
変
体
漢
文
で
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず 、

表
5
の
分
布
状
態
を
見
る
と 、

和
文-
調
の
強
い
本
朝
世
俗
部
に
於
い
て

も 、

か
な
り
頻
出
し
て
い
る
事
か
ら 、

撰
者
が
積
極
的
に
用
い
る
語
で
あ
っ
た

と
雪
守
え
よ
う 。

撰
者
の
文
体
が 、

漢
文
訓
読
文
や
変
体
漢
文
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る

推
定
を
助
け
る
も
の
と
し
て
は 、

接
続
助
詞
「
ど」

と
「
ど
も」

の
本
集
に
お

け
る
使
用
状
態
を
取
り
上
げ
る
事
が
で
き
る 。

即
ち 、

既
に
山
田
巌
氏
に
よ
っ

(
注お)

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
様
に 、

今北自
に
お
い
て
は
「
ど」
の
使
用
が
極
め
て

(
注羽)

少
な
く 、
「
ど
も」
の
使
用
が
圧
倒
的
に
多
い

。
「
ど」

と
「
ど
も」

は 、

い
ず

れ
も
和
文
で
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
が 、

①
和
文
文
献
に
お
い
て
は 、
「
ど
も」

に
比
し
て 、
「
ど」
が
圧
倒
的
に
頻
期
さ
れ
る 、

②
「
ど」

は 、

決
し
て
漢
文

訓
読
文
に
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て 、
「
ど
も」

は 、

漢
文
訓
読
文
で
も
多
く

用
い
ら
れ
る 、

な
ど
の
事
か
ら 、
「
ど」

の
方
が 、
「
ど
も」

よ
り
和
文
度
が
高

い
と
言
え
る 。

同
じ 、

和
文
で
用
い
ら
れ
る
表
現
と一吉田
っ

て
も 、

撰
者
は
極
め

て
和
文
皮
の一
向
い
「
ど」

は
用
い
ず 、

漢
文
訓
読
文
で
も
使
用
さ
れ
る「
ど
も」

を
主
用
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

以
上 、
「
事
元
限
シ」

を
中
心
に
考
察
し
た
結
果 、

撰
者
は 、
文
休
の
骨
格
と

し
て 、

漢
文
訓
読
文
や
変
休
漢
文
に
近
い
も
の
を
持
っ

て
お
り 、

和
文
表
現
を

使
用
し
た
と
し
て
も 、

訓
読
文
体
や
変
体
漢
文
体
に
通
ず
る
性
格
を
持
つ
も
の

を
採
用
す
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。
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八 、

お

わ
り

今 昔 物 語 集 の 文 体 lζ 関 す る 一考 察

近
年 、

今
昔
物
語
集
全
巻
に 、

ほ
ほ
一
定
の
頻
度
で
現
わ
れ
る
用
語
や
表
現

形
式
か
ら 、

今
昔
の
撰
者
固
有
の
文
休
の
性
質
を
考
察
し
て
行
く

事
が
行
わ
れ

て
い
る 。

だ
が 、

撰
者
固
有
の
表
現
の 、

今
昔
へ
の
あ
ら
わ
れ
方
は 、

さ
ほ
ど

単
純
で
は
な
い

。

即
ち 、
「
事
元
限
シ

」

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に 、
全
巻
ほ
ぽ

一

定
の
頻
度
で
は
な
く 、

か
な
り
偏
っ
た
出
現
の
仕
方
を
す
る
も
の
も
ま
た
撰

者
固
有
の
表
現
で
あ
る 。

従
っ

て 、

撰
者
の
文
体
の
性
格
を
追
求
す
る
為
に

は 、

出
典
文
献
と
の
比
較
と
い
う
方
法
が 、
一

つ
の
有
力
な
手
段
と
し
て
活
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

な
お 、
「
事
元
限
よ

と
い
う
強
調
表
現
を 、
煩
わ
し
い
ま
で
に
く
り
返
し
使

用
す
る
撰
者
の
文
体
は 、

何
か
稚
拙
と
も
言
い
得
る
様
な
一
面
が
あ
る
事
に
気

付
く
で
あ
ろ
う 。

従
来
の
今
昔
の
文
休
研
究
は 、

訓
読
体 、

和
文
体
な
ど
の

表

現
類
型
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
と
い
う
様
な
観
点
の
み
が
取
ら
れ
て
き
た
が 、

撰
者
の 、

表
現
者
と
し
て
の
あ
り
方
や
姿
勢
な
ど
を
解
明
す
る
事
も
重
要
な-
課

題
で
あ
ろ
う 。

残
念
な
が
ら 、

本
稿
は 、

そ
の
綴
な
点
ま
で
追
求
す
る
に
は
至

っ
て
い
な
い 。

今
昔
の
文
体
の
研
究
は 、

と
か
く

観
点
が
固
定
化
し
や
す
い
け
れ
ど
も 、

そ

の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
は 、

な
お
多
く
の
視
点
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る 。

(
注1)

3
月)

(
注2)
池
田
併
治
氏
「
禁
止
表
現
法
史」
(
国
語
国
文・
6
巻
刊
号・
昭
和

日
年四
月)
に
始
ま
ると
の
穏
の
研
究
は 、
も
は
や
改
め
て
述べ
る
必
要
が

「
今
昔
物
語
集
の
新
研
究」
抑
頁
i加

頁
(
誠
之
堂
刊・
大
正
ロ
年

な
い
程 、
意々
の
文
献で
解
説
引
用
さ
れ
て
い
る。
後 、
と
の
方
面
の
研
究

は 、
更に
綿
密に
な
り 、
巻
毎で
は
な
く 、

説
話
毎
の
和
文
弱
の
皮
合 、
訓

読
調
の
皮
合
を
追
求
す
る
方
向K
向っ
た 。
最
も
徹
底
的
に
行っ
た
の
は 、

松
尾
拾
氏
「
今
昔
物
詩
集
の
文
体
の
研
究」
(
明
治
書
院・
昭
和
必
年日
月)

で
あ
る。

(
注3)
山
口
佳
紀
氏
が 、
「
今昔
物
語
集
の
文
休
基
調に
つ
い
て
||

『由

(ヨ
と』
の
用
法
を
通
し
て
||」(

国
語
学・
町
集・
昭
和制
年ロ
月)
で 、

馬
淵
和
夫
氏
の
「
今
昔
物
語
集
の昔 一口
語
の
問
題」
(
解
釈
と
鉱
ーロ-
M
巻
7

号・
昭
和
弘
年6
月)
に
お
け
る
指
摘
を
受
け 、
実
証
的
に
追
求
し
た
事に

始
ま
る。
ど
く

最
近
で
は 、
低
減
俊
太
郎
氏
の
「
今
昔
物
詩
集
の
疑
問
副
詞

『
何ソ』
『
何ト』
『
何
テ』」
(
国
語
学・
作
集・
昭
和
必
年6
月)
や
遠
藤

好
英
氏
「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
凶
||

会
話
の
引
用
の

t
様
形
式
の
考
察
を
中
心
に
'||」

(
訓
点
語と
訓
点
資
料・
第
ω
輯・
昭

和
斜
年6
月)
が 、
相
次い
で
発
表さ
れ
て
い
る。

(
注4)
松
尾
拾
氏
前
掲
著
書 、
松
城
俊
太
郎
氏
前
掲
論
文
な
ど 。

(
注5)
出
典
の
認
定
に
あ
たっ
て
は 、
ま
ず 、
岡
本
保
孝
若
「
今
昔
物
語
出

典
孜」
(
国
文
註
釈
金
書
『
物
語註
釈
十二
種』
所
収) 、
芳
賀
矢一
一者
「
冊以

証
今
昔
物
語
集」
(
宮
山
房・(
上)
大
正2
年・(
中)
大正
3
年・(
下)
大

正
叩
年) 、
片
寄
正
義
著
「
今昔
物
詩
集
の
研
究
上」
(三
省
堂・
昭
和
問
年

ロ
月) 、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今止百
物
語
集」
頭
注 、
を
参
照
し 、
次に 、

そ
れ
ぞ
れ
以
下に
あ
げ
る
綴
な
研
究
論
文
を
参
考に
し
た 。
な
お 、
〔
〕
内

は 、
木
稿
が 、
今
昔
と
の
比
較に
用い
た
本
文で
あ
る。
本
集
の
本
文
は 、

日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
H
i

国」
に
よ
る。
O三
宝
感
応
要
略

録
H

野
上
映
子
氏
「
全日
物
語
集の一
研
究
ll三

宝
感
応
要
略
録
と
の
関

係
につ
い
て
||」

(
女
子
大
国
文・
ω・
昭
和
お
年
日
月)
〔
献
似大
蔵
経
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-
第
日
巻
所
収・
「
三
宝
感
応
要
略
録」〕
O
前
田
家
本
口(
報
記
H山石
淵
悦
太

郎
氏
「
今
昔
物
語
と
冥
報
記」
(
国
文
学
誌
要・
第
3
巻
第1
号・
昭
和
刊

年6
月) 、
川
口
久
雄
氏
「
冥
報
記
と
今
昔
物
語
集
等
につ
い
て」
(
金
沢
大

学
法
文
学
部
論
集・
文
学
鰐
引・
昭
和
位
年
3
月)
〔
複
製
本・
長
治
二
年

紗
本
「
冥
報
記L〕
O
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
H

野
上
映
子
氏
前
掲
論
文 、

宮
田
尚
氏
「
今
昔
物
詩
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
ーーそ

の
交
渉
を

め
ぐっ
て
llー」

(
国
文
学
研
究・
第2
号・
昭
和
必
年
日
月・
栴
光
女
子

短
期
大
学)
〔
築
島
裕
著
「

明
柑
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研

究・
訳
文
信」〕
(
但
し 、
同
舎
を 、
今
昔
が
直
接
閲
覧
し
た
出
典
文
献
と
す

る
平に 、
少々
時
踏
さ
れ
な
い
で
は
な
い 。
と
言
う
の
は 、
今
昔
が 、
同
書

の一
続
き
の
話の
中
か
ら 、
あ
る一
部
分の
み
を
抽
出
す
る
仕
方
が 、
余
り

に
散
発
的
で
あ
り 、

直
接
の
告
承
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
に
恩
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る 。
が 、
話の
類
似
皮が
極
め
て
高い
為 、
よ
し 、
同
書
を
直
接

問
先せ
ず 、
向
者の
抄
録
本の
如
き
もの
を
参
照
し
た
と
し
て
も 、
さ
ほ
ど

径
庭
は
あ
る
ま
い
か
ら 、
こ
と
で
は一
ま
ず
出
典
文
献
と
し
て
取
り
扱っ
て

お
い
た 0)
O
弘
賛
法
華
伝
H

〔
駄
阻
大
蔵
経・
第
日
巻
所
収
「
弘
賛
法

華

伝」〕 、
O
船
橋
本
孝
子
伝
H

山
田
孝
雄
氏
「
家
求
と
国
文
学」
(
国
学
院
雑

誌・
第四
巻
第
日
号・
大
正
2
年
日
月) 、
今
野
迷
氏
「
陽
明
文
庫
蔵
孝
子

伝
と
日
本
説
話
文
学の
交
渉附
今
昔
物
語
出
山内
政」(
国
語
国EX・
辺
巻5
号

・
昭
和
お
年5
月) 、
同
氏
「
古
代・
中
世
文
学の
形
式
に
参
与
し
た
古
孝

子
伝二
程
に
つ
い
て
||

今
昔
物
語
集
以
下
諸
舎
所
収の
中
国
孝
義
説
話
典

拠
考
||』」

(
国
語
国
文・
幻
巻7
号・
昭
和
お
年7
月)
〔
複
製
本
「
孝
子

伝」
(
舟
橋
旧
蔵
本・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵)〕
O日
本
霊
異
記
H

春日

宣
氏
「
今
昔
物
語
巻
廿
論
||

特
に
写
真
記
説
話
と
の
関
速
に
つ
い
て

l!|」
(日
本
文
学
論
究・
第
η
間・
昭
和
泊
年3
月) 、
山
根
賢
吉
氏
「
今

北百
物
語
集
と
日
本
豆
異
記
との
関
係」
(
語
文・
第泊
料・
昭
和
お
年8
月・

大
阪
大
学) 、重
野
美
恵
子
氏
「
今
昔
物
語
集に
於
け
る
霊
異
記
出
典
説
話

の
考
察」
(
国
文・
印
号・
昭
和
お
年7
月)
〔日
本
古
典
文
学
大
系
「日
本

霊
異
記」 、
前
田
家
本
複
製
「日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記」 、
興
福
寺
本
複
製

「日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記」
も
合
わ
せ
参
開削
し
た 。〕
O
法
華
験
記
H .山

根
対
助
氏
「
大日
本
法
華
験
記の
今
昔
的
屈
折
上」
(
国
語
国
文
研
究・
第

H
号・
昭
和
災
年四
月)
〔
続
群
書
類
従
所
収
「
法
華
験
記」〕
O日
本
往
生

極
楽
記
H

黒
部
辺
善
氏
「
本
初
仏
法
部
成
立
論」
(
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

学-
m-
昭
和
制
年日
月)〔
大
日
本
仏
教
金
書
所
収
「日
本
往
生
極
楽
記」〕

O
俊
頼
髄
脳
H

橘
健
二
氏
「『今
昔
物
詩
集』
と
『
俊
頼
悩
脳』
と
の
関
係」

(
奈
良
女
子
大
学
大
学
部
附
属
高
等
学
校
研
究
紀
要・
第5
集・
昭
和
幻
年

立
月) 、
今
野
達
氏
「
今
昔
物
詩
集の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
||

俊
頼
髄

脳
との
関
連
を
糸口
に
ilL

(
解
釈
と
鑑
賞-
m
巻1
号・
昭
和
総
年
1

月)
〔日
本
歌
学
大
系・
第一
巻
所
収
「
俊
頼
悩
脳」〕
O
伊
勢
物
語
H〔「

伊

勢
物
語に
就
き
て
の
研
究・
校
本
篇」〕
O
古
今
和
歌
集
H〔日

本
古
典
文
学

.
大
系
「
古
今
和
歌
集」〕
O
後
拾
遺
和
歌
集
H〔

国
歌
大
観
所
収
「後
拾
逃
和

歌
集」〕
O
道
信
集
H

河
内
山
消
彦
氏
「
今
昔
物
語
集
成
立
論
の
一
視
点

||
歌
集
との
連
関
を
紬
と
し
て
||」

(
国
語
と
国
文
学-
HH
巻
叩
号・

昭
和
必
年
日
月)〔
噌
蹴
桂
宮
本

主?
第二
巻
所
収
「
道
信
朝
臣
集」〕

O
元
輔
集
H

河
内
山
清
彦
氏
前
掲
論
文 、
〔
久的日
神
昇
著
「
西
本
願
寺
本三

十
六
人
集
精
成」
所
収
「
元
輔
築」〕

(
注6)
前
掲
害
(
注5
参
照)

(
注7)
前
掲
番
(
注5
参
照)

(
注8)
今
昔
と
の
本文
比
較
に
は 、「
経
大
蔵
経」
そ
の
他
を
用
い
た 。

(
注9)
た
と
え
ば 、
雨
宮
尚
治
氏
に
よ
る
衆
経
要
集
金
蔵
論
は 、
今
昔の
直
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授
の
出
典
と
し
て
は
疑
わ
し
い
と
す
る
説
(「
衆
経
婆
集
金
蔵
論
管
見」
国

語
と
国
文
学-
m
巻3
号・
昭
和
均
年3
月) 、
今
野
逮
氏に
よ
る
経
律
相間

相
は 、
直
接
出
典
か
ら
消
去
すべ
き
か
と
す
る
説
(「
今
昔
物
語
集
の
成
立

に
関
す
る
諸
問
題
||

俊
頼
悩
脳
と
の
関
連
を
糸口
に
!|」

解
釈
と
鑑
賞

-
m
巻1
号・
昭
和
総
年1
月) 、
宮
田
尚
氏
に
よ
る
法
苑
珠
林
と
今
昔
と

の
悶
に
は
出
典
関
係
は
な
い
と
す
る
説
(「
今
昔
物
語
集
出
典
研
究
の
点
検

||
巻
七
第
十
六
話
のば
あ
い
||」

国
文
学
研
究・
第4
号・
昭
和
MM
年

日
月・
梅
光
女
学
院
大
学) 、
な
ど
が
あ
る。

(
注叩)
「
今
昔
物
詩
集
の
形
成
と
文
休
||

仮
名
書
自
立
語
の
窓
味
す
る
も

の
l||」

(
国
語
と
国
文
学・
釘
巻
8
号・
昭
和
羽
年8
月)

在日)
野口
博
久
氏
「
宇
治
拾
造
物
語
の
成
立
につ
い
て
||

散
侠
字
治
大

納
言
物
語
の
今
昔
物
詩
集
と
の
関
係
||」

(
言
語
と
文
芸-
m
号・
昭
和

お
年1
月) 、
高
橋
貢
氏
「
古
本
説
話
集
と
関
係
説
話
集
に
つ
い
て
||

世

継
物
語、
宇
治
拾
造
物
語、
今
昔
物
語
を
中
心
と
し
て
||」

(
平
安
朝
文

学
研
究・
第3
号・
昭
和
田
年刊
月) 、
そ
の
他 。

(
注臼)
今
昔
と
の
比
較
に
用い
た
同
文
的
共
通
話
文
献
は 、
次
の
巡
り
で
あ

る。
O
字
治
拾
遺
物
語
K
存
す
る
同
文
的
共
通
話H
日
本
古
典
文
学
大
系

「{子
治
拾
遺
物
語H
O
LT白
木
説
話
集に
存
す
る
同
文
的
共
通
話
H

岩
波
文

庫
「
梅
沢
本
古
本
説
話
集」 、
使
製
本
「
梅
沢
本
古
本
説
話
集」
(
貴
重
古
典

籍
刊
行
会)
も
適
宜
参
照 。
O
打
開
集に
存
す
る
同
文
的
共
通
話
H

複
製
本

「
打
開
集」
(
山口
光
同
氏
所
蔵・
古
典
保
存
会)

(
注目)
「今
昔
物
語
集に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
||

「
関」

の
用
法
を
め
ぐっ
て
||」

(
国
語
学・
お・
昭
和
弘
年3
月)

(
注は)
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
は 、
春日
政
治
箸
品
献
金
光
明

最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
(
乾)」 、
地
蔵
十
論
経
以
下
石
山
寺
本
大

唐
西
域
記
ま
で
は 、
中
田
祝
夫
著
「古
点
本
の
国
語
学
的
研
究」 、
興
福
寺

本
大
慈
恩
寺三
蔵
法
師
伝
古
点は 、
築
円一同
裕
著
「
報
相大
慈
一思
考
三
蔵
法
師

伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究」 、
竜
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
以
下
は 、
大
坪

併
治
著
「
訓
点
資
料
の
研
究」 、
に
よ
る。

(
注目)
金
光
明
伝
勝
王
経
巻
六・
四
天
王
護
国
品
第
十
三
よ
り
引
用 。

(
注
目)
金
光
明
最
勝
王
経
に
1

例 、
法
華
義
疏
に
1

例 、
法
華
経
玄
賛に
2

例
の
み
で
あ
る。

(
注げ)
和
文
文
献
の
検
索
に
用い
た
資
料
は 、
次
の
通
りであ
る。
竹
取
物

語
H

中
田
剛
直
著
「
竹
取
物
語
の
研
究
…綴
m」 、
伊
勢
物
語・
平
中
物
語
日

日
本
古
典
文
学
大
系
本 、
落
寝
物
語
H

松
尾
聴・
江口
正
弘
編
「
溶
窪
物
語

総
猿
引」
及
び
日
本
古
典
文
学
大
系
木
本
文、
{子
律
保
物
語
H

古
典
文
庫

木 、
源
氏
物
語
U

源
氏
物
語
大
成 、
狭
衣
物
語
H
日
本
古
典
文
学
大
系
本 、

浜
松
中
納
言
物
語
H

池
間
利
夫
編
「
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引」
及
び
日
本

古
典
文
学
大
系
本
本
文、
捉
小
納
言
物
語
H

鎌
田
広
夫
編
「
築
中
納
言
物
語

総
集
引」
及
び
日
本
古
典
文
学
大
系
木
本
文、
土
左日
記
H
日
本
文
学
文
理

学
部
国
文
学
研
究
室
「土
佐
日
記
総
猿
引」 、
か
げ
ろふ
日
記
U

佐
伯
総
友・

伊
牟
旧
経
久
編
「か
げ
ろふ
日
記
総
索
引」 、
紫
式
部
日
記
H

佐
伯
梅
友
監

修
「
紫
式
部
日
記
問
語
宗
引」
及
び
れ
波
文
附
本
本
文、
枕
草
子H
松
村
博

司
監
修
「
枕
草
子
総
索
引」 、
更
級日
記
n

来
節
夫・
塚
原
鉄
雄・
前
回
欧

五口
共
編
「
更
級日
記
総
索
引」 、
和
泉
式
部
日
記
H

束
節
夫・
塚
原
鉄
雄・

前
回
欣
吾
共
編
「
和
泉
式
部
日
記
総
猿
引」 、
讃
岐
典
侍日
記
H

今
小
路
党

瑞・
三
谷
幸
子
編
著
「
校
本
讃
岐
典
侍
日
記」 、
大
鋭
H

秋
葉
安
太
郎
著

「
大
鋭
の
研
究」

(
注沼)
貞
信
公
記 、
九
暦 、
御
堂
関
白
記 、
小
右
記 、
御
二
条
郎
通
記
は

「
大日
本
古
記
録」 、
続
記 、
帥
記
は
「
史
料
大
成」
所
収
の
本
文
に
よ
り
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検
索。

(
注
目)
孝
子
伝
が 、
正
式
の
漢
文
で
は
な
く 、

語
版
な
ど
に
和
臭
が
感
じ
ら

れ
る
事
は 、
既
に 、
吉
川
幸
次
郎
氏
が
複
製
本
「
孝
子
伝」
の
解
説
で
述
べ

て
お
ら
れ
る。
ま
た 、
法
撃
験
記
は 、
普
通
純
粋
な
漢
文
と
い
わ
れ
る
が 、

「
穴
賢
々
」々
「
由」
「
間」
な
ど
の
語
が
み
え 、
そ
れ
と
は
言
い
粧品
い
面
を

持
っ
て
い
る。

(
注
却)
往
生
伝
と
し
て
は 、
日
本
往
生
極
楽
記
(
大
日
本
仏
教
全
容
所
収) 、

続
本
朝
往
生
伝
(
同
上) 、
拾
遺
往
生
伝
(
続
群
書
類
従
所
収) 、
後
拾
遺
往

生
伝
(
向
上) 、
三
外
往
生
記
(
向
上) 、
本
朝
新
僑
往
生
伝
(
向
上) 、
高

野
山
往
生
伝
(
同
上)
を
検
索 。
縁
起
類
と
し
て
は 、
諸
寺
縁
起
集
(
大
日

本
仏
教
全
書
所
収) 、
関
寺
縁
起
(
向
上) 、
興
福
寺
修
二
月
縁
起
(
向
上) 、

清
水
寺
縁
起
(
向
上
・

藤
原
明
衡
著) 、
大
和
国
奈
良
原
興
福
寺
伽
藍
記

(
向
上) 、
生
駒
山
竹
林
寺
縁
起
(
向
上) 、
を
検
索 。
な
お 、
「
猷
七
大
寺
巡

礼
記」
(「
建
築
史」
第
5
巻
第
2
号・
昭
和
四
年
3
月
1

第
5
巻
第
6
号
・

昭
和
四
年
日
月)
や 、
将
門
記
(
楊
守
敬
旧
蔵
本・
真
福
寺
本
と
も
に
複
製

本
に
よ
る)
な
ど
も
検
索 。

(
注
幻)
「
今
昔
物
詩
集
副
詞
概
観」
(
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
・

第
4
号・
昭
和
昭
年
日
月)

(
注
包)
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
作
物
語
集
伺」
補
注
「
糸」
の
項
参
照 。

(
注
お)
「
い
と」
と
「
い
た
く」

の
関
係
に
つ
い
て
は 、
阪
倉
篤
義
氏
の

「『
い
と』
と
『
い
た
く』
を
め
ぐ
っ
て」
(
島
田
教
授
古
稀
記
念
国
文
学
論

集・
昭
和
お
年
3
月) 、
「
語
構
成
の
研
究」
抑
頁
t

m
頁
(
角
川
容
庖・
昭

和
制
年
3
月)
が
詳
し
い 。

(
注
担)
前
項
と
同
じ 。

(
注
お)
「
注
幻」
と
同
じ 。

(
注
部)
築
山
裕
若
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
諮
に
つ
き
て
の
研
究」
目 、
町 、

町、
如 、
問
頁
参
照 。

(
注
幻)
同
右 、
問 、
問
頁
参
照 。

(
注
お)
「
今
昔
物
語
の
文
法」
(
日
本
文
法
議
座
・
4
解
釈
文
法
所
収・
明
治

書
院
・

昭
和
お
年
2
月)

(
注
目)
「
ど
も」
は 、
「
ど」
の
お
倍
も
多
用
さ
れ
て
い
る。
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〔
付
記〕
本
稿
は 、
昭
和
UH
年
m
月
お
日
国
語
学
会
秋
季
大
会
に
於
け
る
口
頭

発
表
の
草
稿
に
益
づ
き 、
改
稿
し
た
も
の
で
す。
稿
を
成
す
に
当
つ
て
は 、

多
く
の
方
々
よ
り
御
示
教
を
賜
わ
り
ま
し
た 。
乙
ζ
に
厚
く
感
謝
の
怒
を
表

す
る
次
第
で
す。

|
|

聖
徳
学
凶
女
子
短
期
大
学
講
師

||




